
 

 

 

 

肝臓が悪くないからヘイキ？         

・アルコールの影響は肝臓だけと思っていませんか？ アルコールは主に小腸から吸収されて、全身に染み渡

ります。その影響は全身にさまざまな健康障害をもたらします。 

 

〇特に注意したい 3つの健康障害 

がん ウイスキーなど濃いお酒をストレートで飲む方は口の中、のど、食道の表面がただれて、がんになりや

すくなります。 

 

脳萎縮 お酒を長年多量に飲んでいると、脳が縮んでしまうのです。最終的には物忘れや思考能力の低下とい

った症状が現れ、認知症になる恐れがあります。 

 

うつ病 気分が沈むのでお酒が手放せない状況になりやすくなります。しかしお酒を続ける限りうつ状態から

の回復は難しくなり、また薬とお酒の相性もとても悪いです。 

どのくらい飲んでも平気なの？         

 

  

 

 

 

 

 

 

「お酒は百薬の長」ってホントかな？ 

 

 

右の表は健康な男性の「節度ある適度な飲酒」と考えられている量

です。その倍になると、「高血圧や脂質（中性脂肪やコレステロール）

以上といった生活習慣病を引き起こしやすい」と警告されています。 

 

※女性や高齢者はこれよりも少ない量にとどめてください。 

※妊娠中や授乳中は赤ちゃんに移行し、影響があるので飲酒は完全

に控えてください。 
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